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「
本
間
金
蔵
の
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

与
野
一
二

本
間
先
生
之
墓

小
沼
佐
吉

小
沼
佐
吉

小
沼
佐
吉

金
子
德
次
郎

金
子
德
次
郎

金
子
德
次
郎

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

井
原
赤
太
郎

一
九
一
九
・
大
正
八

本
町
西

円
乗
院

一
．
は
じ
め
に

本
墓
碑
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
与
野
小
学
校
に
訓
導
兼
校
長
と
し
て
赴
任
し
、
多
く

の
子
弟
を
育
て
た
本
間
金
蔵
の
墓
碑
で
あ
る
が
、
筆
子
塚
的
な
性
格
も
持
つ
。

○
写
真
１

石
碑
正
面

○
写
真
２

題
額
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○
写
真
３

石
碑
背
面
（
上
部
）

○
写
真
４

石
碑
背
面
（
下
部
）
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額

本
間
先
生
之
墓

（
背
面
）

◎
碑
記

先
生
姓
本
間
名
金
蔵
東
京
府
下
大
泉
村
之
産
也
明
治
二
十

年
四
月
入
億
玉
困
鞍
範
學
校
業
畢
任
葛
飾
小
學
校
訓
導
尋

轉
幸
手
小
學
校
同
三
十
年
八
月
更
榮
轉
與
野
小
學
校
訓
導

嵩
校
長
爾
來
二
十
有
餘
苔
致
力
育
英
功
績
顯
著
被
賞
賜
者

數
次
邑
人
亦
贈
金
品
以
彰
其
徳
矣
先
生
為
人
誠
實
勤
勉
而

能
導
人
又
辻
育
襭
會
教
友
會
青
年
會
工
女
教
育
等
之
事
業

狭
盡
力
不
尠
焉
大
仞
七
年
五
月
二
日
病
歿
享
年
四
十
九
有

三
男
三
女
長
男
太
郎
現
學
於
東
京
齒
科
専
門
學
校
長
女
千

代
嫁
小
島
家
他
皆
幼
也
先
生
之
逝
也
郷
黨
哀
惜
如
喪
父
母

相
謀
葬
安
養
山
建
碑
以
長
弔
英
靈
法
諡
曰

忠
誠
院
忍
徳

教
導
居
士

大
仞
八
年
五
月
二
日

與
野
町
並
他
町
村
有
志
建
之

鞍
範
同
級
生
小
沼
佐
吉

金
子
徳
次
郎

撰
并
書

石
工

井
原
赤
太
郎

＊
異
体
字
等

○
億

埼
。

○
困

縣
。

○
鞍

師
。

○
嵩

兼
。

○
苔

年
。

○
辻

教
。

○
襭

支
。

○
狭

所
。

○
仞

正
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

本
間
先
生
之
墓

◎
碑
記

先
生
、
姓
本
間
、
名
金
藏
。

東
京
府
下
、
大
泉
村
之
産
也
。
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明
治
二
十
年
四
月
、
入
埼
玉
縣
師
範
學
校
。

業
畢
、
任
葛
飾
小
學
校
訓
導
。

尋
轉
幸
手
小
學
校
。

同
三
十
年
八
月
、
更
榮
轉
與
野
小
學
校
訓
導
兼
校
長
。

爾
來
二
十
有
餘
年
、
致
力
育
英
、
功
績
顯
著
、
被
賞
賜
者
數
次
。

邑
人
亦
贈
金
品
、
以
彰
其
德
矣
。

先
生
爲
人
、
誠
實
勤
勉
、
而
能
導
人
。

又
教
育
支
會
、
教
友
會
、
青
年
會
、
工
女
教
育
等
之
事
業
、
所
盡
力
不
尠
焉
。

大
正
七
年
五
月
二
日
、
病
歿
。
享
年
四
十
九
。

有
三
男
三
女
。
長
男
太
郎
、
現
學
於
東
京
齒
科
専
門
學
校
。

長
女
千
代
、
嫁
小
島
家
。
他
皆
幼
也
。

先
生
之
逝
也
、
郷
黨
哀
惜
、
如
喪
父
母
。
相
謀
葬
安
養
山
、
建
碑
以
長
弔
英
靈
。

法
諡
曰
、
忠
誠
院
忍
徳
教
導
居
士
。

大
正
八
年
五
月
二
日
、
與
野
町
並
他
町
村
有
志
建
之
。

師
範
同
級
生
、
小
沼
佐
吉
金
子
徳
次
郎
撰
并
書
。

石
工
井
原
赤
太
郎
。

●
訓
訳

先
生
、
姓
は
本
間
、
名
は
金
藏
な
り
。

東
京
府
下
、
大
泉
村
の
産
な
り
。

明
治
二
十
年
四
月
、
埼
玉
縣
師
範
學
校
に
入
る
。

業
畢
は
り
、
葛
飾
小
學
校
訓
導
に
任
ず
。

を

尋
い
で
幸
手
小
學
校
に
轉
ず
。

同
三
十
年
八
月
、
更
に
與
野
小
學
校
訓
導
兼
校
長
に
榮
轉
す
。

爾
來
二
十
有
餘
年
、
力
を
育
英
に
致
し
、
功
績
は
顯
著
に
し
て
、
賞
賜
を
被
る
こ
と
數
次
な
り
。

邑
人
も
亦
た
金
品
を
贈
り
、
以
て
其
の
德
を
彰
は
せ
り
。

先
生
人
と
な
り
は
、
誠
實
勤
勉
に
し
て
、
能
く
人
を
導
く
。

又
た
教
育
支
會
、
教
友
會
、
青
年
會
、
工
女
教
育
等
の
事
業
に
、
力
を
盡
く
す
こ
と
尠
な
か
ら
ず
。

す
く

大
正
七
年
五
月
二
日
、
病
み
歿
す
。
享
年
四
十
九
な
り
。

三
男
三
女
有
り
。
長
男
太
郎
、
現
、
東
京
齒
科
専
門
學
校
に
學
ぶ
。

長
女
千
代
、
小
島
家
に
嫁
す
。
他
は
皆
な
幼
な
り
。

先
生
の
逝
け
る
や
、
郷
黨
哀
惜
し
、
父
母
を
喪
ひ
た
る
が
ご
と
し
。

う
し
な

相
ひ
謀
り
、
安
養
山
に
葬
り
、
碑
を
建
て
て
以
て
長
く
英
靈
を
弔
は
ん
と
す
。

法
諡
を
忠
誠
院
忍
德
教
導
居
士
と
曰
ふ
。

大
正
八
年
五
月
二
日
、
與
野
町
並
び
に
他
町
村
の
有
志
之
を
建
つ
。

師
範
同
級
生
、
小
沼
佐
吉
金
子
德
次
郎
撰
し
并
せ
て
書
す
。

石
工
井
原
赤
太
郎
。

●
人
物

○
本
間
金
藏
、
小
沼
佐
吉
、
金
子
德
次
郎

埼
玉
大
学
教
育
学
部
（
教
友
会
）
『
会
員
名
簿
』
明
治
二
十

四
年
四
月
尋
常
師
範
学
校
卒
業
者
名
簿
に
、
こ
の
三
名
の
名
前
が
あ
る
。
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○
井
原
赤
太
郎

与
野
の
石
工
。『
埼
玉
県
営
業
便
覧
』（
一
九
○
二
）「
與
野
町
」
の
「
上
町
」
西
側
（
長

伝
寺
の
は
す
向
か
い
）
に
「
石
工
井
原
赤
太
郎
」
が
見
え
る
。
彼
の
作
品
は
、
与
野
鈴
谷
天
神
社
の
「
凱

旋
記
念
碑
」（
一
九
○
六
）
や
円
乗
院
の
「
円
乗
院
本
殿
修
築
紀
念
碑
」（
一
九
一
九
）
な
ど
が
あ
る
。

●
注

○
東
京
府

明
治
維
新
後
、
今
の
東
京
都
に
相
当
す
る
地
域
を
統
括
す
る
役
所
と
し
て
東
京
府
が
置
か
れ

た
。
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
、
東
京
都
に
改
組
さ
れ
て
消
滅
し
た
。

○
大
泉
村

現
在
の
大
泉
地
区
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
地
域
を
統
括
し
た
村
。
明
治
二
十
四
年
に
東
京
府
石
神

井
村
の
一
部
と
、
埼
玉
県
新
座
郡
の
一
部
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
本
間
金
蔵
が
生
ま
れ
た
頃
は
、
ま
だ

大
泉
村
と
し
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

○
明
治
二
十
年

西
暦
一
八
八
七
年
。
金
蔵
十
八
歳
。

○
埼
玉
縣
師
範
學
校

埼
玉
大
学
教
育
学
部
の
前
身
。

○
業
畢

師
範
学
校
の
修
了
ま
で
の
年
限
は
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
四
年
（
後
に
五
年
）
、
中
等
教
育
課

程
（
旧
制
中
学
校
等
）
修
了
者
は
一
年
（
後
に
二
年
）
で
あ
っ
た
。
本
間
は
明
治
二
十
四
年
四
月
の
卒
業

な
の
で
在
籍
四
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
卒
業
後
、
開
校
ま
も
な
い
葛
飾
小
学
校
に
赴
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
葛
飾
小
學
校

現
船
橋
市
立
葛
飾
小
学
校
の
前
身
か
。
明
治
二
十
五
年
の
開
校
。

○
訓
導

今
の
教
諭
。

○
幸
手
小
學
校

現
幸
手
市
立
幸
手
小
学
校
の
前
身
。
明
治
五
年
の
開
校
。

○
同
三
十
年

西
暦
一
八
九
七
年
。
金
蔵
二
十
八
歳
。

○
與
野
小
學
校

現
与
野
本
町
小
学
校
の
前
身
。
明
治
五
年
の
開
校
。
同
二
十
五
年
に
与
野
第
一
尋
常
小

学
校
と
な
る
。

○
育
英

英
才
を
教
育
す
る
こ
と
。
ま
た
教
育
。
「
孟
子
」
尽
心
上
の
「
君
子
有
三
樂
、
…
…
得
天
下
英

才
而
教
育
之
、
三
樂
也
（
君
子
に
は
三
つ
の
楽
し
み
が
あ
る
、
…
…
天
下
の
秀
才
を
門
人
と
し
て
教
育
史
、

こ
れ
を
立
派
な
人
物
に
育
て
上
げ
る
こ
と
が
、
第
三
の
楽
し
み
で
あ
る
）」
に
基
づ
く
。

○
教
育
支
會

教
育
会
は
、
教
師
や
教
育
関
係
者
で
構
成
す
る
民
間
の
教
育
団
体
。
教
員
研
修
や
研
究
活

動
が
主
な
内
容
だ
が
、
組
織
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
の
東
京
教
育
会
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
、

そ
の
後
全
国
に
広
が
っ
た
。
教
育
支
会
は
、
埼
玉
県
の
教
育
会
の
与
野
支
部
で
あ
ろ
う
。

○
教
友
會

不
詳
。
教
師
の
会
で
は
な
い
か
。

○
青
年
會

青
年
団
と
も
い
い
、
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
任
意
団
体
。
こ
こ
で
は
、
勤
労
青
年

の
会
で
、
学
校
へ
行
か
ず
に
働
く
青
少
年
を
対
象
と
し
た
教
育
や
親
睦
の
団
体
で
あ
ろ
う
。

○
工
女
教
育

学
校
へ
行
か
ず
に
働
く
工
女
た
ち
を
対
象
と
し
た
教
育
で
あ
ろ
う
。

○
大
正
七
年

西
暦
一
九
一
八
年
。

○
享
年
四
十
九

没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
本
間
の
生
年
は
、
明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
。

○
東
京
齒
科
専
門
學
校

東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
だ
ろ
う
。
現
在
の
東
京
歯
科
大
学
。

○
法
諡

戒
名
。

○
大
正
八
年

西
暦
一
九
一
九
年
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
本
間
先
生
の
名
や
出
自
】

先
生
、
姓
は
本
間
、
名
は
金
藏
で
あ
る
。

東
京
府
大
泉
村
の
出
身
で
あ
る
。
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【
師
範
学
校
入
学
】

明
治
二
十
年
四
月
、
埼
玉
縣
師
範
學
校
に
入
学
さ
れ
た
。

【
卒
業
と
教
師
履
歴
】

学
業
を
終
え
る
と
、
葛
飾
小
学
校
の
訓
導
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。

ま
も
な
く
埼
玉
県
の
幸
手
小
学
校
に
転
籍
さ
れ
た
。

そ
し
て
同
三
十
年
八
月
、
更
に
与
野
小
学
校
の
訓
導
兼
校
長
に
栄
転
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
与
野
小
学
校
で
の
本
間
先
生
】

そ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
の
間
、
本
間
先
生
は
優
れ
た
才
能
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
教
育
す
る
こ
と
に
力

を
注
が
れ
た
。
そ
の
人
材
育
成
の
功
績
は
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
何
度
も
賞
賜
を
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
与
野
の
人
々
も
本
間
先
生
に
金
品
を
贈
っ
て
感
謝
の
意
を
表
し
、
そ
の
学
徳
を
明
ら
か
に
し
た
の

だ
っ
た
。

本
間
先
生
の
お
人
柄
は
、
誠
実
で
勤
勉
、
子
ど
も
た
ち
を
よ
く
導
か
れ
た
。

一
方
、
教
育
会
や
教
友
会
と
い
っ
た
学
校
教
育
に
関
わ
る
諸
団
体
の
活
動
で
も
活
躍
し
、
勤
労
青
年
対

象
の
青
年
会
や
勤
労
工
女
対
象
の
教
育
事
業
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
、
少
な
か
ら
ず
貢
献
さ
れ
た
。

【
本
間
先
生
の
逝
去
】

そ
ん
な
本
間
先
生
で
あ
っ
た
が
、
大
正
七
年
五
月
二
日
、
病
の
た
め
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
享
年
四

十
九
歳
で
あ
っ
た
。

【
本
間
先
生
の
ご
家
族
】

残
さ
れ
た
お
子
様
は
三
人
の
男
子
と
三
人
の
女
子
で
あ
る
。
長
男
の
本
間
太
郎
さ
ま
は
、
現
在
東
京
歯

科
専
門
学
校
に
在
学
中
で
、
歯
科
医
の
勉
強
を
さ
れ
て
い
る
。
長
女
の
千
代
さ
ま
は
、
小
島
家
に
嫁
が
れ

た
。
そ
の
他
の
四
人
は
ま
だ
幼
い
年
齢
で
あ
る
。

【
郷
党
の
哀
惜
と
、
埋
葬
、
建
碑
の
企
て
】

本
間
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、郷
党
の
も
の
た
ち
は
ま
る
で
父
母
を
亡
く
し
た
よ
う
に
悲
し
ん
だ
。

そ
し
て
相
談
し
て
、
与
野
の
安
養
山
円
乘
院
に
埋
葬
す
る
こ
と
と
す
る
一
方
、
先
生
を
顕
彰
す
る
石
碑

を
建
て
て
、
末
永
く
英
霊
を
弔
お
う
と
考
え
た
。

本
間
先
生
の
戒
名
は
「
忠
誠
院
忍
德
教
導
居
士
」
と
な
っ
た
。

【
記
事
】

大
正
八
年
五
月
二
日
、
与
野
町
並
び
に
他
町
村
の
有
志
が
こ
の
碑
を
建
て
る
。

師
範
学
校
の
同
級
生
で
あ
る
、
小
沼
佐
吉
と
金
子
德
次
郎
が
撰
文
し
、
あ
わ
せ
て
書
し
た
。

石
工
は
井
原
赤
太
郎
で
あ
る
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
五
五

足
立
郡
之
二
一
與
野
領

◎
與
野
町
：
寺
院

○
圓
乘
院

「
新
義
眞
言
宗
、
京
都
仁
和
寺
末
、
安
養
山
西
念
寺
と
號
す
、
寺
領
十
五
石
の
御
朱
印
は
慶
長
一
九
年
に

附
せ
ら
る
、
當
寺
は
畠
山
重
忠
の
草
創
に
し
て
、
古
は
近
郷
道
場
村
に
あ
り
し
が
、
何
の
頃
に
や
當
所
に

移
せ
り
と
云
、
彼
道
場
の
村
名
も
當
院
に
あ
り
し
よ
り
起
こ
り
し
な
ど
、
語
り
傳
へ
り
、
重
忠
の
こ
と
は

道
場
村
金
剛
寺
の
條
に
出
た
れ
ば
併
せ
見
る
べ
し
、
本
尊
不
動
を
安
ず
、
中
興
の
僧
を
賢
明
と
云
、
元
和

五
年
十
月
十
二
日
示
寂
せ
り
」
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＊
鐘
樓

「
鐘
銘
に
重
忠
の
草
創
せ
し
こ
と
を
ほ
ぼ
記
し
た
れ
ど
、
證
と
す
べ
き
こ
と
な
け
れ
ば
略
せ
り
」

→
こ
の
梵
鐘
は
昭
和
十
七
年
に
戦
争
の
た
め
に
供
出
。
今
の
梵
鐘
は
、
同
三
十
四
年
の
鋳
造
。

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
巻
之
十

◎
與
野
町
：
仏
寺

○
圓
乘
院

「
縱
九
十
七
間
横
四
十
一
間
面
積
千
四
百
五
十
七
坪
町
の
南
方
に
あ
り
新
義
真
言
宗
仁
和
寺
の
末
な
り
（
以

下
「
風
土
記
稿
」
）」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
（
補
遺
）』
一
九
七
一
年
。

・
『
与
野
市
史

近
代
資
料
篇
』
一
九
八
一
年
。

②
論
文
な
ど

・
丹
治
健
蔵
『
円
乗
院
《
与
野
》
（
さ
き
た
ま
文
庫
十
六
）』
さ
き
た
ま
出
版
会
、
一
九
九
○
年

以
上

二
○
二
五
年
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


